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論文内容の要旨
【目的】全身性エリテマトーデス(以下SLE)患者において、臨床的に無症状であるが、 MRIでのみ診断
可能であった早期大腿骨頭壊死の長期予後を検討するo
【方法】外来通院中のSLEJ患者51名を対象に大腿骨頭MRIを行ない、大腿骨頭壊死と診断された13名(全
員女性、平均年齢30.2:t10.8歳、 SLE;寵病期間47.4:t39.4ヶ月)の24骨頭について検討した。全ての骨頭は
単純X線上異常をみとめず、無症状であった。各々のMRI検査ごとに全てのスライスにおける大腿骨頭面
積計に占める壊死部面積計の割合を百分率で示し、壊死体積率とした。さらに、厚生省特定疾患特発性大
腿骨頭壊死症調査研究班によるX線像での病変局在分類に基づき、 3つの型に分類した。すなわち、骨頭
病変部が荷重域に占める場合により、 Aタイプ(内側型)、 Bタイプ(中心型)、 Cタイプ(外側型)とした。
骨頭の予後についてMRIを用い、 12--95(平均51)ヶ月間経過観察を行なった。壊死体積率に15%以上の
変化があった時、改善または悪化とした。
【結果】 MRIでの壊死体積率は診断時には2--57% (28.1:t 16.6)で、最終観察時はo--62% (24.2:t 18.5) 
であった。 15骨頭が改善し、 5骨頭は不変、 4骨頭は悪化した。最初の壊死体積率が25%以下であった骨
頭はすべて改善した。病変局在分類による結果は、 Aタイプ:8骨頭、 Bタイプ:4骨頭、 Cタイプ:12 
骨頭であった。 AタイプとBタイプにおける壊死体積率は各々 1骨頭を除いて改善したが、 Cタイプの平
均壊死体積率は変化しなかった。 AタイプとBタイプにおける壊死体積は、 Cタイプに比して小さかった
(p<O.OO1)。
【結語】 SLEJ患者における早期大腿骨頭壊死の予後は、その壊死体積が小さい場合(壊死体積率25%以下)
良好である。
論文審査の結果の要旨
全身性エリテマトーデス(SLE)患者において、大腿骨頭壊死は重要な合併症の一つである。症状やX線
所見を伴う場合の経過についてはよく知られているが、臨床的に無症状である早期大腿骨頭壊死の予後に
関する研究は少ない。本研究は、 MRIでのみ診断可能である早期大腿骨頭壊死の長期予後を検討したも
のであるO
本研究では、 SLEJ患者51名を対象に大腿骨頭部のMRIを行ない、大腿骨頭壊死と診断された13名の24
骨頭について検討した。全ての骨頭は単純X線上異常をみとめず、無症状であった。各々のMRI検査ごと
に全てのスライスにおける大腿骨頭面積計に占める壊死部面積計の割合を百分率で示し、壊死体積率とし
-386-
た。さらに、厚生省特定疾患特発性大腿骨頭壊死症調査研究班によるX線像での病変局在分類に基づき、
3つの型に分類した。すなわち、骨頭病変部が荷重域に占める場所により、 Aタイプ(内側型)、 Bタイプ
(中心型)、 Cタイプ(外側型)とした。骨頭の予後についてMRIを用い、 12---95(平均51)ヶ月間経過観察を
行なった。壊死体積率に15%以上の変化があった時、改善または悪化とした。 MRIでの壊死体積率は診
断時には2---57% (28.1:t 16.6)で、最終観察時はo---62% (24.2:t 18.5)であった。 15骨頭が改善し、 5骨
頭は不変、 4骨頭は悪化した。最初の壊死体積率が25%以下であった骨頭はすべて改善した。病変局在分
類による結果は、 Aタイプ:8骨頭、 Bタイプ:4骨頭、 Cタイプ:12骨頭であった。 AタイプとBタイプ
における壊死体積率は各々 1骨頭を除いて改善したが、 Cタイプの平均壊死体積率は変化しなかった。 A
タイプとBタイプにおける壊死体積は、 Cタイプに比して小さかった (p<O.001)。
このように、本研究において、 SLE患者における早期大腿骨頭壊死の予後は、その壊死体積率が25%以
下と小さい場合は良好であった。骨頭病変部による分類では、 AタイプとBタイプがCタイプに比し予後
良好であった。これらの結果から、 SLE患者において、 MRIでのみ診断可能な早期大腿骨頭壊死の長期
予後は、壊死体積率が小さい場合およびAタイプBタイプにおいては良好であることを示した。よって、
本研究者は、博士(医学)の学位を授与されるに値するものと認められた。
-387-
